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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

当研究室では、水分解光電気化学セルのアノード電極に用いられるBiVO4のスパッ
タリング製膜を実施している。この組成比はスパッタリング製膜中の酸素分圧に大
きく影響されるため、実験条件の探索のためXPS計測を実施した。

実験
Experimental

酸素分圧（O2/(Ar+O2))が0,5,10,15,20,25,30 %の条件下でスパッタリング製膜し
たBiVO4薄膜試料のXPS計測を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

酸素分圧が上昇するにつれ、V混入量が増え、Bi4V2O11→BiVO4→BiVO4+V2O5と相
変化した。さらに、V2O5析出条件下の試料は蛍光強度が増大し、光電気化学特性も
大幅に改善した。これは、Vの混入量が増えるだけでなく、生成したV2O5が自己フ
ラックスの効果を有し、結晶成長を促す（欠陥が生成しにくくなる）ことを示唆す
る。また、組成制御が光電気化学セル特性を改善するのに不可欠であることが示さ
れた。
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